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１．授業評価の方法 

(１)概要 

 本授業は、教職に関する選択必修の科目で

ある。算数指導に足る数学的な力をつけるこ

とが本来の授業の趣旨であるが、算数の指導 

技術を身につけたいという学生の思いとのギ

ャップが必ず存在する授業である。このギャ

ップを埋めることは不可能と思われるが、授

業の趣旨を生かしながら、学生の要望も取り

入れるように配慮している。 

(２)評価方法 

評価のアンケート用紙を授業最終日の試験

と平行して記入させた。 

(３)評価項目 

評価のアンケートは、次の①②からなってい

る。 

①問１～問７・・・点数による評価 

＜５：そう思う～１：そう思わない＞ 

問１：私はこの授業に意欲的に取り組んだ。 

問２：この授業の目的は明確であった。 

問３：担当教員の話し方や指示は明瞭で聞き

取りやすかった。 

問４：授業に対する担当教員の熱意・工夫が

感じられた。 

問５：授業の内容・レベルは私にとって難し

すぎた。 

ⅰ) 第１章 数 

ⅱ) 第３章 図形と演繹 

ⅲ) 第２・４章 算数的活動 

問６：宿題や予習があった方が良い。 

問７：学生による研究発表を取り入れる。 

②問８～問９・・・自由記述 

問８：この授業の感想・自分の反省 

問９：授業改善のための提案 

 

 

２．評価結果 

(１)問１～問７ の平均と標準偏差 

問 １ ２ ３ ４ ５ⅰ) ５ⅱ)
平均 3.7 2.8 2.7 3.5 3.4 3.8 

標準偏差 0.8 1.0 1.0 0.9 1.1 1,0 
 

 

 

 
 

(２)問８の代表的意見 

＊相関係数など、数学の内容が難しかった。 

＊算数でのつまずき箇所などを聴けると思っ

ていたので、思っていたのと内容が違ってい

た。 

＊復習をとり入れてほしい。 

＊算数的活動は楽しかった。 

(３)問９の代表的意見 

＊小テストがあってもよい。 

＊説明をわかりやすくしてほしい。 

 

３．分析 

(１)問１～問７ 

問２～問４での評価は、良くは無い。この

授業の宿命の部分もある。 

問６、問７の学生の負担増は好まれないが、

ばらつきは少し大きいようで、負担増も必要

と思う学生もいる。 

(２)問８、問９ 

 授業では、考えることを主眼として、考え

る手助けをしようとしているのだが、学生は、

知識を得ることを主眼として、説明を欲して

いる。算数・数学の授業で起こるジレンマが

やはり大学でもある。 

 小テストは取り入れても良いだろう。 

問 ５ⅲ) ６ ７ 
平均 3.3 2.3 2.6 

標準偏差 1.0 1.2 1.2 
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